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【動機】

ヨウ素デンプン反応で生じるヨウ素包接デンプン溶液の呈色は、加温や還元剤の添加で消失する
ことが知られている。NaOH溶液の添加でも起こるこの現象のメカニズムの解明を目的に設定し
た。さらに、このメカニズムを応用して、金属イオン濃度の測定とヨウ素包接率の算出に取り組
んだ。

【方法】

A.金属イオンを添加したヨウ素包接デンプン溶液の、呈色消失に必要なNaOH溶液の滴下量を、
添加した金属イオン溶液濃度に対して測定した。また、B.ヨウ素包接デンプン溶液に異なる濃度
のNaOH溶液を添加し、この溶液の吸光度（590nm）と添加したNaOH溶液濃度の関係を調べた。

【結果】

A.金属イオン濃度に対し、呈色消失に必要なNaOH溶液の滴下量は、金属イオン濃度が高いほど
滴下量も多くなる傾向を示した。B.一定濃度のNaOH溶液の濃度域まで吸光度の変化しない「領
域Ⅰ」を見出した。この濃度域の上限は、溶液の冷却によっても吸光度が変化しなかった。

【まとめ】

A.ヨウ素とNaOH溶液の平衡によって、上記呈色消失に必要なNaOH溶液の滴下量に違いが生じる
。B.ヨウ素包接デンプン溶液に添加したNaOH溶液は、デンプンの分子間水素結合へ優先的に作
用する。この濃度域をデンプン鎖長に置き換えてヨウ素包接率を算出できる。

【展望】

ヨウ素包接デンプン溶液を用いることで、金属イオン濃度をNaOH溶液の滴下だけで測定できる
。特にキレート滴定の難しいNa+やK+など、この方法の活用価値がある。また、上記「領域Ⅰ」か
ら、これまで明らかになっていない、添加した総ヨウ素量に対するヨウ素包接率がわかり、包接



ヨウ素の配列の状態など、今後解明される可能性がある。
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